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大
田
原
市
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
の
設
立
に
伴
い
、
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
が
始
動
し
ま
し
た
。グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
農
山
漁
村

地
域
に
お
い
て
自
然
、
文
化
、
人
々
の
交
流

を
楽
し
む
滞
在
型
の
余
暇
活
動
で
す
。

　

本
事
業
は
、
大
田
原
市
の
自
然
、
文
化
、

人
々
と
都
市
住
民
の
交
流
を
促
進
し
て
観

光
を
活
性
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
元
農

林
水
産
物
の
消
費
拡
大
お
よ
び
収
益
改
善

に
よ
っ
て
農
業
の
担
い
手
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
を
図
り
、
地
域
全
体
の
活
性

化
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
が
あ
っ
て
初
め
て

成
功
す
る
事
業
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
詳
し

く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
　
時　

７
月
26
日（
木
）

　

午
後
２
時
〜
５
時

●
場
　
所　

市
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
内
　
容

　

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

　

〜
大
田
原
と
全
国
の
状
況
〜

●
講
　
師

　
（
財
）都
市
農
山
漁
村
交
流
活
性
化
機
構

　

業
務
部　

次
長

　
　

花
垣  

紀
之  

氏　
　

　

長
野
県
飯
田
市
職
員

　
　

竹
前  

雅
夫  

氏

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法

　

事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
日
、会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
主
　
催　

大
田
原
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

　

ズ
ム
推
進
協
議
会
、大
田
原
市

■
問
い
合
わ
せ
　
　
２
階

　

商
工
観
光
課
観
光
交
流
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
９

　

昨
年
の
夏
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
非
常
に
高
い
節
電
効
果
が
得
ら
れ

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
夏
も
引
き
続
き
率
先
し

て
節
電
に
努
め
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
節
電
の
実
施
期
間

　

７
月
か
ら
10
月
ま
で
の
平
日

●
節
電
の
目
標

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
の
使
用

　

電
力
を
、平
成
22
年
度（
震
災
前
）比
15
％

　

削
減（
市
役
所
は
20
％
）

　

職
員
一
人
ひ
と
り
が
節
電
に
対
す
る
意

　

識
を
持
ち
、
率
先
し
て
取
り
組
み
を
推

　

進
し
ま
す
。

　
　

　
⑴
使
用
電
力
の
削
減
に
ご
協
力
を

　

節
電
の
参
考
と
し
て
、「
ご
家
庭
で
お
願

　

い
し
た
い
取
り
組
み
」を
ご
覧
く
だ
さ

　

い
。

⑵
熱
中
症
に
注
意

　

節
電
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
生
命
や
身

　

体
の
安
全
が
最
優
先
で
す
。熱
中
症
・

　

脱
水
症
状
な
ど
に
十
分
注
意
し
て
く
だ

　

さ
い
。特
に
お
年
寄
り
や
子
ど
も
、
身
体

　

の
具
合
の
悪
い
方
な
ど
は
、
無
理
を
し

　

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に（
予
防
）

・
体
調
を
整
え
、
具
合
の
悪
い
場
合
は
暑

　

い
日
中
の
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う

・
通
気
性
の
良
い
衣
服
を
着
て
、
外
出
時

　

に
は
帽
子
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う

・
の
ど
の
乾
き
を
感
じ
る
前
に
こ
ま
め
な

　

水
分
補
給
を

②
熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
の
対
策

・
涼
し
い
と
こ
ろ
に
連
れ
て
行
き
、
横
に
す
る

・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
ナ
ト
リ
ウ
ム

　

を
含
ん
だ
も
の
を
飲
ま
せ
る

・
ア
イ
ス
パ
ッ
ク
な
ど
で
首
、
脇
の
下
、

　

も
も
の
付
け
根
を
冷
や
す

・
意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い

　

と
き
な
ど
は
救
急
車
を
呼
ぶ

　

事
業
所
で
は
、
昼
間
に
高
い
電
力
消
費

　

が
続
き
、
特
に
空
調
用
電
力
が
全
体
の

　

約
48
％
、
照
明
や
Ｏ
Ａ
機
器
が
約
40
％

　

と
大
部
分
を
占
め
ま
す
、
こ
ま
め
な
電

　

源
オ
フ
や
出
力
調
整
な
ど
に
ご
協
力
く

　

だ
さ
い
。

⑴
冷
房
時
の
室
内
温
度
28
度

⑵
照
明
の
削
減
、
使
っ
て
い
な
い
部
屋
や

　

廊
下
の
消
灯
、空
調
停
止

⑶
Ｏ
Ａ
機
器
の
ス
タ
ン
バ
イ
モ
ー
ド
設
定

　

ま
た
は
長
時
間
席
を
離
れ
る
と
き
の
電

　

源
オ
フ

■
問
い
合
わ
せ
　
　 

２
階

　

政
策
推
進
課
政
策
推
進
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
１

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

関
す
る
講
演
会
開
催

大
田
原
市
役
所
の
節
電
方
針

大
田
原
市
役
所
の
節
電
方
針

大
田
原
市  

夏  

の
節
電
方
針

〜
市
の
取
り
組
み
と

　
　
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
〜

１  

ク
ー
ル
ビ
ズ
の
推
奨（
５
月
〜
10
月
）

２  

ノ
ー
残
業
デ
ー（
通
年
毎
週
金
曜
日
）

３  

冷
房
時
の
室
内
温
度
28
度
の
徹
底

４  

事
務
所
内
照
明
の
節
減

５  

使
っ
て
い
な
い
部
屋
や
廊
下
の
消
灯
、

　

  

空
調
停
止

６  

昼
休
み
消
灯

７  

パ
ソ
コ
ン
の
ス
タ
ン
バ
イ
モ
ー
ド
設
定

８  

コ
ピ
ー
機
、パ
ソ
コ
ン
、プ
リ
ン
タ
ー

　

  

な
ど
の
使
用
台
数
制
限
お
よ
び
退
庁

　

  

時
プ
ラ
グ
抜
き

９  

使
用
頻
度
の
低
い
機
器（
シ
ュ
レ
ッ

  　

ダ
ー
な
ど
）は
使
用
時
の
み
プ
ラ
グ

　

  

挿
入

10  

電
気
湯
沸
ポ
ッ
ト
、コ
ー
ヒ
ー
メ
ー

  　

カ
ー
な
ど
の
使
用
削
減

11  

マ
イ
ボ
ト
ル
持
参
、

　

  

涼
感
グ
ッ
ズ
活
用

12  

暖
房
便
座
の
温
度
調
整

市
役
所
の
取
り
組
み

事
業
所
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

ご
家
庭
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

熱中症
注意！
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削減率の合計が
15％を超えるよう
ご協力をお願いいたします。 ％ W
外出されている時も、④、⑦、⑧、⑩の対策への取り組みをお願いいたします。

※節電効果の記載値は資源エネルギー庁の推計です。
（在宅世帯の日中の平均的消費電力［14時：約1,200W］に対する削減率
と削減消費電力の目安。小数点以下を切り捨て）

①室温は28℃を目安にしてください。

② “すだれ”や“よしず”などで窓からの日差しを和らげ、エアコン
の消費電力の抑制をお願いいたします。

③ 無理のない範囲でエアコンを消して、扇風機をご使用いただき
ますようお願いいたします。

④ 設定温度が「強」の場合は「中」へ変更し、扉の開ける時間をでき
るだけ減らし、食品の詰め込みすぎに注意してください。

⑤ 日中は照明を消して、夜間も点灯している照明をできるだけ減ら
してください。

⑥ 省エネモードに設定するとともに画面の輝度を下げ、必要な時
以外は消してください。

⑦ 便座保温・温水のオフ機能、タイマー節電機能がある場合はこ
れらを活用してください。

⑧ 夏はコンセントからプラグを抜いてください。

⑨ 早朝にタイマー機能で１日分まとめて炊飯して、冷蔵庫に保存し
てください。

⑩ リモコンの電源ではなく、本体の主電源を切り、長時間使用しな
い機器についてはコンセントからプラグを抜いてください。

エアコン

冷蔵庫

照明

テレビ

温水洗浄便座
（暖房便座）

ジャー炊飯器

待機電力

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

節電チェックリスト

※除湿運転やエアコンの頻繁なオンオフは
　電力の増加になるのでご注意ください。

（3口）

（乾燥）

(瞬間式)使用時

～家庭で使用する主な電気製品の定格消費電力～
夏（７月～９月）の平日９時～20時は、消費電力の大きい電気製品のご使用をできるだけ控えていただきますようお願いいたします。

出典：資源エネルギー庁調べ　上記は定格消費電力の一例であり、実際の消費電力は、製品の種類や使用方法等により異なります。

ご家庭でお願いしたい取り組み

お願いしたいこと チェック
節電効果

削減率 削減消費電力

設定温度を2℃上げた場合

標準→省エネモードに設定し、
使用時間を2/3に減らした場合

左記いずれかの対策により

10%

10%

50%

2%

5%

2%

1%未満

2%

2%

130W

120w

600W

25W

60W

25W

5W

25W

25W

東京電力（平成23年6月）C

定格消費電力

750～1,100W

34W

200～300W 

12W

60W

電気製品

液晶テレビ

ＤＶＤレコーダー

パソコン

ジャー炊飯器

電子レンジ

定格消費電力

50～150W

40W

45W

1,300W

1,400W

電気製品

ＩＨクッキングヒーター

掃除機 

アイロン

洗濯乾燥機

温水洗浄便座

定格消費電力

5,800W

1,000W

1,400W

1,100W

1,200W

電気製品

エアコン

扇風機

冷蔵庫

電球形蛍光ランプ

白熱灯

エアコンの控えすぎによる熱中症などに
ご注意いただき、無理のない範囲で節電
へのご協力をお願いいたします。

■問い合わせ　政策推進課政策推進係　　(２３)８７０１
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